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鎌倉市次世代育成支援に関するニーズ調査 

アンケートご協力のお願い 

 皆さまには日頃から市政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 
 鎌倉市では、「次世代育成支援対策推進法」に基づき、次世代育成支援のために取り

組む具体的な行動計画「鎌倉市次世代育成きらきらプラン」を策定し、子育て支援施策

を実施しています。同プランは平成１７～２１年度を前期計画、２２～２６年度を後期

計画と位置付けていることから、後期計画の策定に向けた同プランの見直しを行います。 
 この見直しにあたり、市民の皆さまの子育てに関する考え方や生活実態、希望される

サービス内容などをお伺いし、本市が取り組むべき課題を把握するために、このニーズ

調査をお願いすることになりました。 
 この調査は、平成２１年２月１日現在の住民基本台帳から２５歳から４０歳までの方

を無作為に抽出し、ご協力をお願いするものです。ご回答いただいた調査内容は、市や

県や国の次世代育成支援施策の検討にのみ利用させていただくものであり、回答者個人

が特定されたり他の目的に利用されたりすることは一切ございません。 
 調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申し上げます。 
平成２１年２月 

鎌倉市長 石渡 德一  
【ご記入にあたってのお願い】 

１．調査票は、あて名の方が記入してください。 
 （無記名ですので、氏名・住所の記入の必要はありません） 
２．ご回答は、選択肢の番号に ○ をつけてお選びいただく場合と、数字を記入していた
だく場合があります。 
３．質問によって、 ○ をつける数を「３つまで」などと指定している場合は、指定の範
囲内で ○ をつけてください。 
  また、「その他」をお選びいただいた場合には、その後にある（ ）内に具体的な内容

を記入してください。 
４．前の設問へのご回答によっては、次の設問に回答していただく必要がなくなる場合が

ありますので、ことわり書きに従って回答してください。特にことわり書きのない場合

は次の設問にお進みください。  
ご記入が済みましたら、お手数ですが、同封の返信用封筒に入れて、 

３月１７日（火）までにご投函ください。 
 

 
  
ご回答いただく上でご不明な点、調査に関するお問い合わせは、下記までお
願い致します。 
 
鎌倉市こども部こどもみらい課  電  話：0467-23-3000（内線 2651）

ファクス：0467-23-8700（代表）   
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【地域区分表】 

鎌倉地域 

 

十二所、浄明寺一丁目～浄明寺六丁目、二階堂、 

西御門一丁目、西御門二丁目、雪ノ下一丁目～雪ノ下五丁目、

雪ノ下、扇ガ谷一丁目～扇ガ谷四丁目、 

小町一丁目～小町三丁目、大町一丁目～大町七丁目、 

材木座一丁目～材木座六丁目、 

由比ガ浜一丁目～由比ガ浜四丁目、御成町、笹目町、 

佐助一丁目、佐助二丁目、長谷一丁目～長谷五丁目、坂ノ下、

極楽寺一丁目～極楽寺四丁目、 

稲村ガ崎一丁目～稲村ガ崎五丁目 

 

腰越地域 

 

腰越一丁目～腰越五丁目、西鎌倉一丁目～西鎌倉四丁目、 

津西一丁目、津西二丁目、腰越、津、 

七里ガ浜東一丁目～七里ガ浜東五丁目、 

七里ガ浜一丁目、七里ガ浜二丁目 

 

深沢地域 

 

梶原一丁目～梶原五丁目、梶原、寺分一丁目～寺分三丁目、

寺分、山崎、上町屋、手広一丁目～手広六丁目、手広、 

笛田一丁目～笛田六丁目、笛田、常盤、 

鎌倉山一丁目～鎌倉山四丁目 

 

大船地域 

 

山ノ内、台二丁目～台五丁目、台、小袋谷一丁目、 

小袋谷二丁目、小袋谷、大船一丁目～大船六丁目、大船、 

高野、岩瀬一丁目、岩瀬、今泉一丁目～今泉五丁目、 

今泉台一丁目～今泉台七丁目 

 

玉縄地域 

 

台一丁目、岡本一丁目、岡本二丁目、岡本、 

玉縄一丁目～玉縄五丁目、植木、城廻、関谷 
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Q1．あなたの住んでいる地域は次のうちどこですか。（○は１つ） 
※ ２ページの地域区分表を参考にしてください。 
１．鎌倉地域 ２．腰越地域 ３．深沢地域 ４．大船地域 ５．玉縄地域 
 

Q２．あなたの性別はどちらですか。 
１．男 ２．女 
 

Q３．あなたの年齢は次のうちどれに該当しますか。（○は１つ） 
１．30歳未満 ２．30歳以上 35歳未満 ３．35歳以上 

 
Q４．あなたの世帯構成は次のうちどれに該当しますか。（○は１つ） 
１．夫婦２人 ２．夫婦と子ども（独身） ３．夫婦と子ども（既婚） 
４．親と夫婦２人 ５．親と夫婦と子ども（独身） ６．親と夫婦と子ども（既

婚） ７．その他（                         ） 
 

Q５．あなたと配偶者の年収の合計は次のうちどれに該当しますか。（○は１つ） 
１．２００万円未満 ２．２００万円～３００万円未満  
３．３００万円～４００万円未満 ４．４００万円～５００万円未満  
５．５００万円～７００万円未満 ６．７００万円～１，０００万円未満  
７．１，０００万円以上 
 

Q６．あなたの就労状況は次のうちどれですか。（○は１つ） 
１．常勤  ２．パートタイム、アルバイト等 
３．自営業、自由業、在宅就労  ４．家業従事、内職  ５．無職 
 

   Q６－２ 前問で「無職」と回答された方に伺います。就労希望はありますか。 
（○は１つ） 

 １．すぐ（１年以内）に働きたい。 
 ２．そのうち（１年より先）に働きたい。 
 ３．今のところ働くつもりはない。 

 
   Q６－３ 前問で１．もしくは２．と回答された方に伺います。どのような働き方

を望んでいますか。 
 １．常勤による就労 
 ２．パートタイム、アルバイト等による就労 
   ⇒ １週間に【    】日程度 
     １日に【    】時間程度 
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 Q６－４ 現在無職で就労希望がある方に伺います。現在働いていない理由は、次
のうちどれですか。（○はいくつでも） 

 １．保育園や子どもの家（学童保育）などのサービスが利用できれば就労し

たい。 
 ２．働きながら子育てできる適当な仕事がない。 
 ３．自分の知識、能力に合う仕事がない。 
 ４．家族の考え方（親族の理解が得られない）など就労する環境が整ってい

ない。 
 ５．その他（                            ） 
 

Q７．配偶者の就労状況は次のうちどれですか。（○は１つ） 
１．常勤  ２．パートタイム、アルバイト等 
３．自営業、自由業、在宅就労  ４．家業従事、内職  ５．無職 
 

   Q７－２ 前問で「無職」と回答された方に伺います。就労希望はありますか。 
（○は１つ） 

 １．すぐ（１年以内）に働きたい。 
 ２．そのうち（１年より先）に働きたい。 
 ３．今のところ働くつもりはない。 

 
   Q７－３ 前問で１．もしくは２．と回答された方に伺います。どのような働き方

を望んでいますか。 
 １．常勤による就労 
 ２．パートタイム、アルバイト等による就労 
   ⇒ １週間に【    】日程度 
     １日に【    】時間程度 

 
   Q７－４ 現在無職の配偶者が就労を希望している方に伺います。現在働いていな

い理由は、次のうちどれですか。（○はいくつでも） 
 １．保育園や子どもの家（学童保育）などのサービスが利用できれば就労し

たい。 
 ２．働きながら子育てできる適当な仕事がない。 
 ３．自分の知識、能力に合う仕事がない。 
 ４．家族の考え方（親族の理解が得られない）など就労する環境が整ってい

ない。 
 ５．その他（                            ） 
 

Q８．あなたのお子さんは次のどれに該当しますか。（○はいくつでも） 
１．小学校就学前  ２．小学生  ３．中学生  ４．高校生以上 
５．子どもはいない 
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Q９．あなたにとって理想的な子どもの人数は何人だと思いますか。（○は１つ） 
１．１人   ２．２人   ３．３人   ４．４人以上   ５．０人 
 

Q10．あなたは、全部で何人の子どもを持つつもりですか。（○は１つ） 
１．１人   ２．２人   ３．３人   ４．４人以上   ５．０人 

 
Q11．「理想的な子どもの人数」より「持つつもりの子どもの人数」が少ない方にお

たずねします。その理由は次のうちどれですか。（あてはまる理由すべてに○を

つけ、最大の理由には◎をつけてください） 
１．子育てや教育にお金がかかりすぎるから 
２．家が狭いから 
３．自分や配偶者の仕事に差し支えるから 
４．子どもがのびのび育つ社会環境ではないから 
５．自分や夫婦の生活を大切にしたいから 
６．高年齢で産むのはいやだから 
７．これ以上、育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから 
８．健康上の理由から 
９．欲しいけれどもできないから 
10．配偶者の家事・育児への協力が得られないから 
11．配偶者が望まないから 
12．定年退職までに、一番末の子が成人してほしいから 
13．子どもを日常的もしくは一時的に預かってくれるサービスが充実していな
いから 

14．自分や配偶者の趣味やレジャーと両立しないから 
15．その他（                            ） 
 

Q12．現在、日本で少子化が進んでいる原因は何だと思いますか。（○は３つまで） 
１．子育ての経済的負担が大きいから 
２．女性の社会進出、就業機会が拡大したから 
３．保育施設が足りないから 
４．子育てに関する休暇制度が整っていないから  
５．子育ての心理的・肉体的負担に耐えられないから  
６．将来の生活が不安だから  
７．子育てよりも自分たちの生活を優先したいから  
８．１人の子どもに十分手をかけてあげたいから  
９．子どもが必要だと思わないから  
10．その他（                            ） 
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Q13．子どもが健全に育つためには、どのようなことが大切だと思いますか。 
（○は３つまで） 
１．親子のコミュニケーションがとれていること 
２．安全に遊ばせることができる公園や子ども会館を整備すること 
３．子育てについて相談できる場を増やすこと 
４．地域の人が気軽に声をかけ、協力すること 
５．育児サークルの育成や活動への支援を充実させること 
６．清掃などの地域活動やボランティア活動に積極的に参加させること 
７．その他（                            ） 
 

Q14．鎌倉市で子どもを健やかに生み育てるために優先するべきことは、次のうちど

れだと思いますか。（○は３つまで） 
１．安心して出産できる施設を整備すること 
２．出産や子育てに対する経済的な負担を軽減すること 
３．延長保育や低年齢児保育などの保育サービスを充実すること 
４．妊娠・出産・子育ての不安や悩みを相談できる場を増やすこと 
５．親子で参加できる芋掘りなどの催し物を増やすこと 
６．経験者や有識者による講演会などの子育てに関する知識が得られる催し物

を増やすこと 
７．歩道の段差解消など、子ども連れでも安全なまちづくりを進めること 
８．家事、育児などに対する「男女共同参画」の意識づくりを進めること 
９．育児休業や子育て後の再就職の制度を普及させること 
10．子どもや妊産婦への健診などの保健事業や医療サービスを充実すること 
11．その他（                            ） 

 
Q15．あなたが地域の子育て支援に協力するとしたら、次のうちどのようなことがで

きると思いますか。（○は３つまで） 
１．近所の子どもに見守りやあいさつなどの声かけをする 
２．危険な遊びやいじめを見つけたら注意する 
３．良い事をしているのを見かけたら褒めてあげる 
４．子育て中の家庭に対して、必要な時には手助けをする 
５．子ども会などが行うイベントで、子どもたちが楽しめる企画を実施する 
６．子育てについて、助言をしたり相談にのる 
７．子どもの遊びやスポーツの相手をする 
８．飲酒や喫煙などの非行を注意する 
９．その他（                            ） 
 
 
 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

 


